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3.2 Sheppard Craft Tech Lab/ Makerspace 
コモンズと同じフロアにある、“Sheppard Craft Tech Lab”
（pic.3）は、Zack氏のツアーの前日に訪れ、Mike Eisenberg氏から







pic.2  Idea Forge Commons
pic.4 動く紙の彫刻












3.3 Machine Shop/Welding Shop/Sheppard Electronics Shop/Project-based 
Learning Studio 
コモンズの入り口正面の階段を下ると、地下階に“Machine Shop”（pic.6）









pic.6  Machine Shop
















3.4 Drop In Design Lab/Chevron Design Studio 










ように思う。その他にも“MESAB Teleconference Room”や“Think Tank”
などミーティングに特化したスペースも設置されており、プロジェクトを推進
する環境としては素晴らしい設備が整っている。 
pic.7 Chevron Design Lab
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4 インタビュー 
ツアーの最後にアイデアフォージのディレクターのDaria 
Kotys-Schwartz氏のインタビューを行った。 
Daria氏のインタュビーの中で印象的だったのが、インフォーマ
ルプロジェクトと呼ばれるプログラムだ。このプロジェクトは課外
活動的なものから企業との共同開発のプロジェクトまでを指し、前
述の防音壁の設置や、ホワイトボード架台の制作なども含まれる
（pic.8）。恒常的に行われるものは10数名の学生スタッフが中心と
なり活動し、共同開発プロジェクトなどは都度募集を行っているよ
うだ。 
共同開発のプロジェクトには企業側からの経済的支援もあり、年
間数万ドルの投資が数件あるようだ。プロジェクトのディレクションには外部
から人材を充てている。学生はそのプロジェクトリーダーの元開発を行う。プ
ロジェクトリーダーに対しては報酬が支払われ責任を持ってプロジェクトを牽
引する。資金獲得のためにDaria氏は企業を回り営業活動も頻繁に行っているよ
うであった。 
氏の話を聞く限りでは、社会実装のチャンスや資金も少なからずあり、運営
は成功しているように感じられたが、活動に参加している学生の意見を聞いて
みないと、実際のところはわからない。 
 
「デザイン学」への問い 
+ デザイナーを育てるための空間とアンデザイナーのデザイン教育のための空
間は同様のものであるべきか？ 
pic.8 ホワイトボード架台
